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お知らせコーナー　市役所 蕕24－2111（代表）

高速料金割引の社会実験
「今ある道路を上手に使う」をスロ

ーガンに、高速料金割引（割引率＝約

50％）の社会実験を行います。この機

会に、高速道路を利用しませんか。

●実験期間 10月1日（水）～31日（金）

●対象区間 新潟西IC（北陸自動車道）

～中条IC（日本海沿岸東北自動車道）

の両方向

●対象車両 普通車および軽自動車のみ

●問い合わせ 「新潟ゆとりろーどネ

ット」事務局（国土交通省 北陸地方整

備局 新潟国道事務所、蕕025－246－

7760）へ。

新潟県「都市計画区域マスタープラン」に関する公聴会
●とき 10月18日（土）の午後2時から　●ところ 県庁講堂（新潟市新光町）

●内容 県のまとめた「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画

区域マスタープラン）」について

※素案は、県ホームページ（アドレス http://www.pref.niigata.jp/）で公開していま

す。素案について意見のある人は、9月29日（月）までに意見の要旨およびその

理由などを県都市政策課 都市計画係に提出してください。なお、意見のない場

合は公聴会は開催しません（公聴会の有無は県ホームページに掲載）。

●定員 200名（午後1時30分から受付開始、先着順）

●問い合わせ 県都市政策課 都市計画係（蕕025－285－5511 内線3332、電子メ

ールアドレス t1600107@mail.pref.niigata.jp）へ。

今年度から信濃川の堤防強化対策を実施します
信濃川下流河川事務所では、平成9

年度から、高さの低い暫定堤防を150

年に1度の洪水に耐えられる完成堤防

に整備する「堤防強化対策」を実施し

ています。これは、昭和53年6月26日

に発生した梅雨前線豪雨による洪水と

同規模の洪水を、安全に流下させるこ

とを当面の目的にとしています。

今年度からは、さらに以下の区域を

「緊急対策特定区間（Ⅰ期）」と位置づ

け、平成22年度までに重点的に整備を

する予定です。

●問い合わせ 国土交通省 北陸地方

整備局 信濃川下流河川事務所（蕕025－

266－7131、ホームページアドレス

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/）へ。

ボランティアを募集しています
美しい川を取り戻そう

■不法投棄を見たら通報を！

県では、昨年度に河川ごみの実態を

調査し、ごみがある場所や量を把握し

ました。不法投棄をしている人を見つ

けたら、県新津土木事務所へ通報して

ください。

■ごみ拾いボランティアを募集

県の「うるおいの郷土はぐくみ事業」

では、ごみ拾いなどのボランティア活

動をしてくれる人を募集しています。

■通報先およびボランティアについての

問い合わせ 県新津土木事務所 計画調

整課（蕕24－9674）へ。
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藺緊急対策特定区間（Ⅰ期）

・右岸…小阿賀野川合流部（新

津市）～加茂川合流部（加茂市）

・左岸…鷲ノ木（白根市）～五反

田橋（白根市）

環境にやさしい車には税制も優しく、環境への負荷の大きい車には厳しく
自動車税のグリーン化税制が変わりました

●今回の見直しで変更された点
藺自動車税の軽減対象となる車は、「低公害車（電気、可燃性天然ガス、メタノール

自動車）」と「低排出ガス認定レベル（☆☆☆）＋低燃費車」のみに、また軽減期間

は、新車新規登録の翌年度から1年間となりました。

藺自動車税の重加算対象となる車については、その期間が1年間延長されます

（内容は従来どおり）。また平成15年度に、新車登録から一定年数（11年～13

年）を経過した車は、税額がおおむね10％重くなります。

●問い合わせ 県税務課 自動車税係（蕕025－280－5051、ホームページアドレス

http://www.pref.niigata.jp/kenzei/topics/34.html）、または新津県税事務所（県新津総

合庁舎内、蕕24－7111）へ。

県立自然科学館のプラネタリウム
秋は「おしえてジーン」
プラネタリウムの「ジーン」が、秋

の美しい星空と、プラネタリウムの仕

組み、歴史を分かりやすく教えます。

※10月の土・日・祝日は、物理実験「マイナス

200℃の世界」（午前10時45分から）を開催

●とき 11月30日（日）まで

●プラネタリウム観覧料（入場料を含む）
小・中学生200円、高校生以上750円

●ところ・問い合わせ 県立自然科学

館（新潟市女池南、蕕025－283－3331）へ。

小阿賀野川の河川ごみ（大蔵地内）小阿賀野川の河川ごみ（大蔵地内） 小阿賀野川の河川ごみ（大蔵地内）
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